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通
常
の
歯
科
治
療
を
行
っ

て
も
、
口
の
中
や
口
の
周
り

の
痛
み
が
治
ま
ら
ず
、
治
療

が
行
き
詰
ま
り
に
な
っ
て
い

た
患
者
を

対
象
と
す

る
の
が
、

歯
科
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
い

う
診
療
部

門
で
あ

る
。通

常
の

歯
科
疾
患

で
起
こ
る

急
性
痛

は
、
炎
症

や
外
傷
が
原
因
と
な
る
。
そ

こ
で
痛
み
の
原
因
を
取
り
除

け
ば
痛
み
は
治
ま
る
が
、
き

ち
ん
と
処
置
が
で
き
て
い
て

も
、
痛
み
が
治
ま
ら
ず
、
慢

性
痛
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
々

あ
る
と
い
う
。

「
昔
は
、
治
療
を
し
て
も

痛
み
が
治
ら
な
い
場
合
は
、

医
者
の
腕
が
悪
い
と
さ
れ
て

き
た
の
で
す
（
笑
）。
そ
れ

は
冗
談
と
し
て
も
、
心
因
的

な
問
題
で
あ
る
と
か
、
患
者

側
に
問
題
が
あ
る
と
か
、
短

絡
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
」

こ
の
20
～
30
年
の
間
に
痛

み
に
関
す
る
基
礎
研
究
が
進

み
、
痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

次
第
に
解
明
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
を
受
け
て
科
学
的
知
見

に
基
づ
く
理
論
的
な
臨
床
が

可
能
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

痛
み
の
分
類
と
症
例

痛
み
の
こ
と
を
医
学
的
に

「
疼
痛
」と
言
う
。疼
痛
は
、

「
侵
害
受
容
性
疼
痛
」と「
神

経
障
害
性
疼
痛
」「
精
神
疾

患
性
疼
痛
」
に
大
別
さ
れ

る
。
侵
害
受
容
性
疼
痛
と

は
、
い
わ
ゆ
る
打
ち
身
や
切

り
傷
、
炎
症
な
ど
、
障
害
の

あ
る
部
分
か
ら
神
経
刺
激
物

質
が
出
て
痛
み
を
引
き
起
こ

す
。
一
方
、
神
経
障
害
性
疼

痛
は
、
神
経
の
圧
迫
や
損
傷

な
ど
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
も

の
だ
。

侵
害
受
容
性
の
痛
み
で
、

歯
科
疾
患
に
似
た
痛
み
と
し

て
最
も
多
い
の
が
、「
関
連

痛
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
歯

か
ら
離
れ
た
組
織
で
あ
る
筋

肉
や
関
節
、
心
臓
の
痛
み
を

あ
た
か
も
歯
の
痛
み
と
し
て

感
じ
て
し
ま
う
の
だ
と
い

う
。
原
因
と
し
て
一
番
多
い

の
は
、
患
者
が
無
意
識
の
う

ち
に
噛
ん
で
い
て
、
筋
肉
の

緊
張
状
態
が
続
い
て
痛
み
を

引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス
で
あ

る
。治

療
は
、
日
中
の
噛
み
合

わ
せ
の
状
態
を
患
者
自
身
に

記
録
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

も
と
に
生
活
習
慣
を
改
善
し

て
も
ら
う
行
動
療
法
が
中
心

と
な
る
。

ま
た
、
神
経
障
害
性
疼
痛

で
は
、
三
叉
神
経
痛
が
多

く
、
脳
内
で
三
叉
神
経
と
血

管
が
ぶ
つ
か
っ
て
、
痛
み
が

起
こ
る
の
が
典
型
的
な
症
例

で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
脳

外
科
で
の
手
術
が
第
一
選
択

肢
と
な
る
。

患
者
に
原
因
を
説
明
し

て
、
手
術
時
ま
で
薬
物
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
脳
外
科
医

に
紹
介
す
る
の
が
役
目
。
手

術
を
し
て
も
痛
み
が
続
く
と

き
や
、
手
術
が
で
き
な
い
場

合
は
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
で
痛

み
を
取
り
除
く
。

「
こ
れ
ま
で
は
、
歯
科
だ

け
で
治
療
を
完
結
さ
せ
る
考

え
方
で
し
た
が
、
脳
外
科

や
、
精
神
疾
患
の
痛
み
で
あ

れ
ば
精
神
科
の
医
師
と
も
連

携
す
る
な
ど
、
多
く
の
専
門

領
域
か
ら
同
時
に
患
者
を
診

て
い
く
全
人
医
療
が
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
最
近
で
は
下
顎
の

親
知
ら
ず
の
抜
歯
後
や
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
後
に
み
ら
れ
る
神

経
障
害
性
疼
痛
は
、
社
会
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
研
究
の
進
ん
で

い
る
領
域
で
は
あ
る
が
、
特

に
歯
科
領
域
で
は
使
用
で
き

る
薬
剤
が
少
な
く
、
今
後
の

治
療
法
の
確
立
が
待
た
れ

る
。患

者
に
寄
り
添
う
治
療

そ
し
て
現
在
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
バ
ー
ニ
ン

グ
マ
ウ
ス
症
候
群
（
Ｂ
Ｍ

Ｓ
）
と
い
う
病
気
で
あ
る
。

口
の
中
全
体
が
ひ
り
ひ
り
す

る
よ
う
な
症
状
を
持
つ
。
ス

ト
レ
ス
が
関
係
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
完

全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。
脳
の
活
動
を
調
べ
、
心

身
両
面
か
ら
研
究
を
行
っ
て

い
る
。

歯
科
大
学
を
卒
業
後
は
、

麻
酔
を
専
門
に
学
ん
だ
。
そ

の
中
で
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
興
味
を
持
ち
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
原
因
不

明
の
痛
み
を
抱
え
る
患
者
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い

う
思
い
で
こ
の
道
に
進
ん

だ
。「慢

性
痛
の
患
者
さ
ん
に

は
、
痛
み
を
ゼ
ロ
に
し
ま
す

よ
と
約
束
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
す
が
、
痛
み
の
原
因

が
分
か
っ
て
、
対
処
法
を
理

解
で
き
れ
ば
、
日
常
生
活
が

楽
に
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
よ
と
説
明
し
て
い
ま
す
」

と
診
療
の
モ
ッ
ト
ー
を
語
っ

て
く
れ
た
。

エビデンスに基づく診断で
疼痛治療の確立を目指す
医師とも連携、全人医療を重視

仲
沢
　
弘
明
（
な
か
ざ

わ
・
ひ
ろ
あ
き
）
昭
和
58

年
三
重
大
学
医
学
部
卒
。

東
京
女
子
医
科
大
学
形
成

外
科
入
局
、
平

成
３
～
５
年
テ

キ
サ
ス
大
学
留
学
、
６
年

女
子
医
大
講
師
、
19
年
同

大
東
医
療
セ
ン
タ
ー
形
成

外
科
教
授
。
急
逝
し
た

佐
々
木
健
司
教
授
の
後
任

と
し
て
22
年
日
本
大
学
医

学
部
形
成
外
科
主
任
教
授

に
就
任
。
23
年
に
板
橋
病

院
が
東
京
都

熱
傷
救
急
連

絡
協
議
会
に
14
番
目
の
病

院
と
し
て
加
盟
し
26
年
か

ら
同
協
議
会
会
長
。
茨
城

県
出
身
。
60
歳
。

今
村
　
佳
樹
（
い
ま
む

ら
・
よ
し
き
）
昭
和
60
年

九
州
歯
科
大
学
大
学
院
歯

学
研
究
科
修
了
（
歯
科
麻

酔
学
専
攻
）。

歯
学
博
士
。
九

州
歯
科
大
学
助
手
、
同
大

講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

平
成
15
年
か
ら
日
本
大
学

歯
学
部
教
授
。
口
腔
診
断

学
講
座
主
任
教
授
お
よ
び

付
属
病
院
口
腔
診
断
科
科

長
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

科
科
長
を
務
め
る
。
日
本

口
腔
診
断
学
会

理
事
、
日
本
口

腔
顔
面
痛
学
会
理
事
、
日

本
疼
痛
学
会
理
事
、
日
本

慢
性
疼
痛
学
会
理
事
。
長

崎
県
出
身
。
58
歳
。

熱
傷
治
療
の
最
前
線
に
立
つ

失
っ
た
組
織
を
再
建
手
術
で
つ
く
る

「
形
成
外
科
」
と
は
ど
の

よ
う
な
外
科
な
の
か
？　

形

成
外
科
学
の
仲
沢
弘
明
主
任

教
授
が
分
か
り
や
す
く
説
い

て
く
れ
た
。

三
重
大
学
医
学
部
を
昭
和

58
年
に
卒
業
し
、
東
京
女
子

医
科
大
学
の
形
成
外
科
に
研

修
医
と
し
て
入
局
。
55
年
に

新
宿
西
口
バ
ス
放
火
事
件
が

起
き
６
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
教
訓
に
、
重
症

熱
傷
患
者
を
専
門
に
治
療
す

る
施
設
と
し
て
、
東
京
都
の

委
託
に
よ
り
「
熱
傷
ユ
ニ
ッ

ト
」
が
女
子
医
大
形
成
外
科

に
設
置
さ
れ
た
。
板
橋
病
院

も
数
少
な
い
重
症
熱
傷
患
者

専
門
施
設
の
一
つ
だ
。

大
や
け
ど
を
負
う
と
重
い

脱
水
状
態
と
な
り
、
心
不
全

や
腎
不
全
を
起
こ
す
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
輸
液
で
水
分
や

栄
養
分
を
補
い
、
輸
血
も
行

う
。
熱
傷
の
重
症
度
は
傷
の

深
さ
と
広
さ
で
判
断
す
る
。

表
皮
だ
け
な
ら
１
度
、
真
皮

ま
で
お
よ
ぶ
と
２
度
、
皮
下

組
織
も
損
傷
す
る
と
３
度
。

２
度
の
熱
傷
が
体
表
の
30
％

以
上
に
達
し
た
重
篤
な
患
者

は
、
専
門
病
院
に
救
急
搬
送

さ
れ
る
。

「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

医
師
が
循
環
器
系
、
代
謝
系

を
中
心
に
全
身
管
理
を
行
い

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
傷
の
評

価
を
し
て
、
必
要
と
判
断
す

れ
ば
、
壊
死
し
た
部
分
を
切

除
し
、
皮
膚
移
植
な
ど
の
手

術
を
行
い
ま
す
。
皮
膚
は
内

臓
と
同
様
、
抗
体
性
が
あ
り

他
人
の
皮
膚
は
定
着
し
ま
せ

ん
。
患
者
さ
ん
の
健
全
な
部

分
か
ら
、
皮
膚
を
取
っ
て
移

植
し
ま
す
」

や
け
ど
で
怖
い
の
は
、
急

性
期
を
脱
し
て
も
、
敗
血
症

や
感
染
症
で
命
を
落
と
す
こ

と
。
熱
傷
創
に
細
菌
が
付
く

と
す
ぐ
繁
殖
し
、
細
菌
が
体

内
に
入
り
込
み
多
臓
器
障
害

を
引
き
起
こ
す
。「
全
身
状

態
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、

合
併
症
で
亡
く
な
る
。
ず
い

ぶ
ん
、
く
や
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
」

か
つ
て
重
症
熱
傷
の
治
療

は
、
全
身
状
態
が
落
ち
着
い

て
か
ら
手
術
を
す
る
の
が
常

識
だ
っ
た
。
医
療
先
進
地
の

米
国
で
そ
の
常
識
を
覆
さ
れ

た
。「
平
成
３
年
か
ら
２
年

間
留
学
し
た
米
テ
キ
サ
ス
大

で
は
、
受
傷
後
24
時
間
以
内

と
い
う
『
超
早
期
手
術
』
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で

は
日
本
で
も
、
感
染
症
を
防

ぐ
た
め
、
壊
死
し
た
部
分
は

早
期
に
切
除
し
ま
す
」

熱
傷
が
広
範
囲
な
ほ
ど
、

自
分
の
皮
膚
を
移
植
す
る
余

地
が
な
い
。
留
学
先
の
米
国

に
は
、
移
植
用
に
遺
贈
さ
れ

た
皮
膚
を
凍
結
保
存
す
る

「
ス
キ
ン
バ
ン
ク
」
が
あ
っ

た
。
他
人
の
皮
膚
は
生
着
し

な
い
が
、
拒
絶
さ
れ
る
ま
で

の
２
～
３
週
間
、
皮
膚
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し
、
傷
を

ふ
さ
い
で
水
分

の
蒸
発
や
細
菌

の
感
染
を
防

ぐ
。帰

国
し
て
早

期
手
術
に
取
り

組
み
、
新
た
な

術
式
を
何
度
も

学
会
で
発
表
し

た
。
し
か
し
、

な
か
な
か
理
解

が
得
ら
れ
な

い
。
そ
の
う

ち
、
日
本
に
も
ス
キ
ン
バ
ン

ク
が
で
き
た
。
皮
膚
の
人
工

培
養
技
術
も
確
立
。「
患
者

さ
ん
か
ら
ご
く
わ
ず
か
な
表

皮
を
取
り
、
１
０
０
倍
ほ
ど

の
大
き
さ
に
人
工
培
養
し
て

移
植
。
自
分
の
皮
膚
な
の
で

拒
絶
反
応
は
起
き
ず
、
定
着

し
ま
す
」

早
期
手
術
は
、
ス
キ
ン
バ

ン
ク
の
設
立
と
麻
酔
の
進
歩

に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
。

乳
が
ん
患
者
に
光
明

形
成
外
科
の
領
域
は
広

い
。
重
症
熱
傷
で
は
、
治
療

し
た
傷
痕
を
き
れ
い
に
す
る

「
再
建
手
術
」
が
必
要
に
な

る
。
潰
瘍
な
ど
の
手
術
痕
を

目
立
た
な
く
す
る
の
も
形
成

外
科
医
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
。た

と
え
ば
乳
が
ん
で
失
っ

た
乳
房
を
つ
く
る
。
自
分
の

体
か
ら
組
織
を
取
っ
て
、
そ

れ
を
移
植
す
る
。
健
全
な
方

の
乳
房
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
と

り
や
す
い
。

「
し
か
し
、
健
全
な
部
位

に
メ
ス
を
入
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
体
へ
の
負
担
が
大
き

い
。
一
方
、
シ
リ
コ
ン
の
人

工
乳
房
を
埋
め
込
む
手
術
が

あ
り
、
最
近
、
健
康
保
険
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
板
橋
病
院
で
は
、
乳
が

ん
手
術
を
さ
れ
た
患
者
さ
ん

に
、
２
種
類
の
手
術
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
丁
寧

に
説
明
し
て
、
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
」

「
生
ま
れ
つ
き
耳
が
な

い
、
指
の
本
数
が
多
い
、
逆

に
少
な
い
、
な
ど
を
治
す
の

も
形
成
外
科
の
仕
事
で
す
。

事
故
で
切
断
し
た
指
を
つ
な

ぐ
手
術
も
手
が
け
ま
す
。
細

い
血
管
も
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
手
で
縫
い
合
わ
せ
ま

す
。『
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
』
と
呼
ば
れ
ま
す
」

チ
ー
ム
で
創
造
的
医
療

「
も
と
も
と
手
先
が
器
用

だ
っ
た
の
で
、
外
科
を
志
し

ま
し
た
。
最
初
は
消
化
器
外

科
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
学

部
６
年
生
の
夏
休
み
、
郷
里

の
先
輩
を
頼
っ
て
女
子
医
大

に
研
修
に
行
き
、
そ
こ
で
形

成
外
科
の
仕
事
を
知
り
、
志

望
を
変
え
ま
し
た
。
他
の
診

療
科
と
の
連
携
に
よ
り
、
創

造
的
な
治
療
が
で
き
る
の
が

魅
力
で
す
ね
。

板
橋
病
院
、熱
傷
救
命
の
拠
点
に�

医・仲
沢 

弘
明
教
授

口
周
辺
の
原
因
不
明
の
痛
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「獅胆鷹目（したんようもく）」を胸に刻
み、大胆かつ緻密な手術を心がける

研究室に恩師が揮毫した外科
医訓をかける　　　

口腔診断学講座の医局では、新しい分野を
志す若い歯科医師も育っている
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